
 
 
 
 

授授授業業業    
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感感感想想想    
Impression 

児児児童童童よよよりりり   Impression from Children    

学学学校校校よよよりりり   Impression from school    

講講講師師師よよよりりり   Impression from lecturer    

教教教科科科等等等    
Subject etc. 

学学学校校校・・・園園園名名名    
School name 

テテーーママ  
Theme 

講講講師師師等等等    
Lecturer etc. 

実実実施施施日日日    
Date 

守山市立物部小学校（１・３・５年生） 

「交通安全教室」 

一般社団法人日本自動車連盟滋賀支部 

平成 23 年 5 月 26 日 

特別活動（学校行事） 

実際の車を使い、運転手が赤信号を見てブレーキをかけ、止まるまでの距離をクラス毎に推測しました。

（｢空走距離｣と言って、赤信号を認識する間だけでも、１０メートル近く進んでしまいます） 

｢空走距離と停止距離｣については、５年生は自転車を使い、１年生、３年生は自分で走って、赤信号を

見て止まることにより、体験することができました。 

また、車の横や後ろには運転者から見えない場所（｢死角｣）があることを、クラスの先生が運転席に乗り

込み、子供たちがその死角ゾーンに入ってみて、学ぶことができました。 

■ 車はミラーでどこでも見えると思っていたけど、見えないところがあることを学びました。 

■ 車はすぐに止まれないことはわかっていたけれど、あれだけ走ってしまうとは思いませんでした。

■ 車や自転車は急ブレーキをしても、すぐには止まれないことがわかりました。今日の勉強をしっ

かり覚えて、交通安全に心がけたいと思います。 

■ 自分の反応する速さが約１秒もかかるから、その間にブレーキをかけても遅くなるということが

わかりました。今度からゆっくり走ってちゃんと止まれるようにしたいです。 

講師の方が、事前に内容の詳細を送ってくださったり、打ち合わせにもお越しいただいたりしたの

で、当日までの準備がスムーズに行えました。また、当日も会場の準備などは、すべて講師の方に

お任せできたので、学校側としては児童の管理に集中ができて、大変ありがたかったです。 

ただ、一部の内容は一年生には少し難しかったように思います。 

｢車の速度と停止距離｣｢自転車の空走距離と停止距離｣｢車の死角｣の各カリキュラムについて、

５年生はいずれも良く理解していただけました。１年生、３年生には少し難しい点もありますが、“車

は急に止まれない” “車の近くは危ない”と言うことは十分理解いただけたと思います。 

 児童のみなさんは“車は危険”という意識を持ち、交通ルールをしっかり守って、事故にあわない

よう、自転車の安全運転にも努めてください。 


